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T化に向けたコンサルティング業務民事裁判手続のI

(概要版）最終報告書

イング株式会社アビームコンサルテ

平成31年3月



の1．本業務の背景と目的

民事訴訟手続のIT化が目指すのは，当事者の利便性の向上等のニーズ･課題を解決すること。

未来投資戦略，骨太の方針等で示された， IT化に向けた段階的な取組方針等を踏まえ，裁判を実施する機関（司
法府）による現状を踏まえた現実的な進め方等を提案することが本業務の目的。

IT化へのニーズ･課題
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事件情報，事件記録等へ

容易なオンラインアクセス
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事者の利便性の向上 ；

情報の授受，整理等の円滑化

｜関係者間調整の加速
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期日出頭の時間的･経済的負担

軽減，＝面作成･提出のサポート等
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裁判所業務の

効率化，費用削減

■■■裁判所の業務の最適，郵干”！
裁 の業務の昂 化
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IT化に向けた国の取組方針（未来投資戦略･骨太の方針等）

全面的なIT化に向けた段階的な取組を推進

・ 3つのe (e提出， e事件管理， e法廷）の実現に向けた段階的アプローチ
・ 現行法下でのｳｪブ会議等の活用，法･システム環境整備等を行った上でのオンライン申立ての実現
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本業務の、の

l 現状を踏まえた現実的な取組として,あるべき実現機能.技術基盤,取組手順,費用感を明確化目的勺
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の2．実現機能
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の3.技術基盤
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の4．実施手||頂
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の5．実現に要する費用
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の6｡ IT化に向けた提言
－， － …a四 。

’ I

● IT化の実現に向けては， IT導入に係る計画を確実に推進することに加え，裁判所が抱える制度面，業務面及び人・

組織面の各観点からの課題解決を図り，業務改革を図ることが重要。
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’ !裁判所職員伽働き方改革を念霞に置｡
iた環境整備
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|しと法制度への反映
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利用者中心のｻｰビｽ，業務改革の実｜

現と,外部ｻｰビｽの活用 | [T導入に係る計画を確実に推進
｜
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